
青葉町内会での防災訓練のようす

2012

9
VOL.1236

2012

9
VOL.1236



護
師
の
応
対
も
よ
か
っ
た
。

・
ほ
か
に
受
診
で
き
る
病
院
が
無
い
の
で
、

診
察
し
て
も
ら
え
た
の
で
満
足
。

【
不
満
な
点
】

・
仕
方
が
な
い
と
思
う
が
、
夜
間
は
詳
し
い

検
査
な
ど
し
て
も
ら
え
な
い
。

【
患
者
側
】

・
病
院
が
開
い
て
い
る
時
間
や
曜
日
に
我
慢

し
て
、
こ
ら
え
き
れ
ず
夜
間
や
休
日
に
受

診
す
る
と
い
う
例
も
あ
っ
た
。

・
軽
症
者
が
多
い
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
受

診
の
必
要
は
そ
れ
な
り
に
あ
る
状
態
と
思

わ
れ
る
。
夜
間
・
休
日
に
、
医
師
診
察
、

投
薬
、
検
査
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
患
者

に
と
っ
て
大
変
重
要
で
あ
る
。

【
医
療
体
制
】

・
医
師
・
看
護
師
の
２
人
で
最
大
限
の
診
療

を
提
供
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た
。
自
宅
か

ら
い
つ
呼
び
出
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
検

査
技
師
は
、
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
必
要
が

あ
り
と
て
も
過
酷
だ
と
感
じ
た
。

・
時
間
外
の
受
診
者
が
０
人
と
い
う
日
は
無

い
た
め
、医
師
な
ど
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

・
救
急
隊
か
ら
の
電
話
と
別
の
患
者
か
ら
の

電
話
が
重
な
っ
た
と
き
や
、
患
者
2
人

を
同
時
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
、
看
護
師
一
人
で
は
大
変
で
あ
る
。

・
直
接
来
院
し
た
患
者
が
い
た
が
、
事
前

に
電
話
連
絡
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
電
話
の
段
階
で
事
前
に
受
診
の
必

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室
は
、
７
月

5
日
か
ら
11
日
ま
で
の
７
日
間
、
栗
山
赤

十
字
病
院
の
救
急
外
来
窓
口
に
お
い
て
、
救

急
外
来
の
受
診
状
況
と
現
場
の
実
態
を
調
査

し
ま
し
た
。
受
診
し
た
患
者
の
声
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

■
救
急
外
来
受
診
患
者
の
声

※
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
抜
粋

●
夜
間
・
休
日
（
救
急
外
来
）
に
受
診

し
た
理
由
は
？

・
夜
に
な
っ
て
発
熱
が
あ
っ
た
。

・
夜
中
に
調
子
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
不
安

だ
っ
た
。

・
腫
れ
て
痛
み
が
出
て
が
ま
ん
で
き
な
く

な
っ
た
。

・
市
販
薬
を
服
用
し
て
も
症
状
が
治
ま
ら
な

か
っ
た
。

・
こ
の
時
間
（
夜
間
）
だ
と
別
居
の
家
族
に

車
で
病
院
ま
で
送
迎
し
て
も
ら
え
る
。

・
２
～
３
日
前
か
ら
腹
痛
が
あ
り
、
夕
方
に

痛
み
が
我
慢
で
き
な
く
な
っ
た
。

・
自
宅
に
湿
布
が
な
く
、
骨
折
を
し
て
い
な

い
か
心
配
に
な
っ
た
。

●
受
診
し
て
の
感
想
は
？

【
良
か
っ
た
点
】

・
医
師
に「
専
門
で
は
な
い
」と
言
わ
れ
た
が
、

色
々
な
こ
と
を
親
切
に
教
え
て
く
れ
た
。

・
検
査
が
受
け
ら
れ
、
薬
を
処
方
し
て
も
ら

え
た
。

・
医
師
に
丁
寧
に
診
察
し
て
も
ら
え
た
。
看

　

夜
間
や
医
療
機
関
の
休
診
日
に
、
急
な
病

気
や
け
が
な
ど
を
し
た
と
き
、
診
察
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
救
急
外
来
は
、
と
て
も
大

切
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
皆
さ
ん
自
身

の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
、
救
急
外
来
の
受

診
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
23
年
度
で
、
栗
山
赤
十
字
病
院
の
救

急
外
来
患
者
の
総
数
は
1
3
3
8
人
で
し

た
。
そ
の
う
ち
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
患

者
は
、
2
8
4
人
で
、
全
体
の
約
２
割
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
受
診
患
者
の
程
度

別
で
は
、
入
院
を
要
さ
な
い
軽
症
患
者
が

1
1
8
1
人
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
の
約

９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

2

調
査
を
終
え
て

（
調
査
員
の
所
見
）

救
急
外
来
の
実
態
調
査

9 月 9 日は救急の日　
思いやりのある受診行動を！

救
急
外
来
が
あ
る
と
い
う
安
心

救
急
外
来
の
受
診
状
況

軽　症（入院を要しない）
中等症（3週間未満の入院を要する）
重　症（3週間以上の入院を要する）

軽症　1,181 人（88％）

重症　19人（2％）

中等症 138 人（10％）
平
成
23
年
度
栗
山
赤
十
字
病
院

救
急
外
来
患
者
数
（
程
度
別
）

～「夜間」・「休日」救急外来の受診を考える～
【問い合わせ】　

　町地域医療
　保健対策室
　☎ �2256



８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
次
の

日
程
で
、
初
期
救
急
外
来
の
日
曜
日
開
設
を

試
行
的
に
実
施
し
ま
す
。

当
該
診
療
日
に
急
病
な
ど
で
受
診
さ
れ
る

場
合
は
、
協
力
医
療
機
関
に
事
前
に
お
電
話

の
う
え
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

【
救
急
外
来
利
用
方
法
】

①
受
診
の
前
に
は
事
前
に
必
ず
電
話
連
絡
を

入
れ
る
。

②
健
康
保
険
証
、
診
察
カ
ー
ド
（
お
持
ち
の

方
）、
お
金
を
持
参
す
る
。

③
持
病
の
あ
る
方
は
、
普
段
飲
ん
で
い
る
薬

（
お
く
す
り
手
帳
）
を
持
参
す
る
。

※
右
記
診
療
日
以
外
の
土
・
日
・
祝
日
、
夜

間
は
、従
来
ど
お
り
栗
山
赤
十
字
病
院（
☎

�
1
0
1
5
）
が
対
応
し
ま
す
。

要
性
を
相
談
で
き
る
し
、
受
診
す
る
に
当

た
っ
て
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
準
備
の
時
間

が
確
保
で
き
る
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て

患
者
に
と
っ
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
診
察
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
週
間
と
い
う
短
い
期
間
の
調
査
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
受
診
さ
れ
た
患
者
の
満
足
度

は
高
い
一
方
で
、
従
事
す
る
医
師
、
看
護
師

や
検
査
技
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
大
変

さ
も
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
と
は
言
わ

な
い
ま
で
も
、
緊
急
性
の
低
い
と
思
わ
れ
る

患
者
や
、
早
く
か
ら
不
調
な
の
に
我
慢
の
末

に
救
急
外
来
を
受
診
す
る
こ
と
に
な
っ
た
患

者
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

突
然
の
病
気
や
け
が
は
、
い
つ
自
分
の
身

に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

救
急
外
来
は
急
病
の
方
の
た
め
の
応
急
的

な
医
療
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
緊
急
に
治

療
を
必
要
と
す
る
人
が
、
早
く
適
切
な
医
療

を
受
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。『
体
調

が
悪
く
な
れ
ば
我
慢
し
す
ぎ
ず
、
な
る
べ
く

早
め
に
昼
間
や
平
日
の
通
常
診
療
時
間
内
に

受
診
す
る
』
こ
と
や
、
や
む
を
得
ず
救
急
外

来
を
受
診
す
る
際
は
、『
事
前
に
電
話
連
絡

を
入
れ
て
か
ら
受
診
す
る
』
こ
と
な
ど
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

救
急
医
療
機
関
は
、「
初

期
」「
二
次
」「
三
次
」
に

分
か
れ
、
病
状
や
緊
急
度

に
応
じ
て
患
者
を
受
け
入

れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。
入
院
や
手
術
が

必
要
な
患
者
が
対
象
の
「
二

「町内に緊急時にかかれる病院があっ
て安心」という言葉がありました。

一方で「薬がほしい」「点滴してほし
い」「安心したいので」と通常の診療
と変わらない利用の仕方をしていた方
もいました。

持病のある方は、日ごろから、夜間
や休日に具合が悪くなった際の対応
や、受診の目安を、かかりつけ医に確
認しておくことも大切ですね。

次
救
急
医
療
機
関
」、
さ
ら
に
重
篤
な
患
者

が
対
象
の
「
三
次
救
急
医
療
機
関
」
で
も
、

軽
症
者
の
受
診
が
増
え
て
い
る
た
め
に
、
緊

急
の
治
療
に
手
が
回
ら
な
い
な
ど
の
支
障
が

出
て
い
ま
す
。

栗
山
赤
十
字
病
院
は
、「
二
次
救
急
医
療

機
関
」
で
す
が
、
栗
山
町
民
の
夜
間
、
休
日

の
「
初
期
救
急
」
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
で
は
、「
初
期
救
急
」
の
医
療
体

制
を
将
来
に
わ
た
り
町
内
で
完
結
で
き
る
よ

う
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
9

月
23
日
～
12
月
２
日
の
協
力
医
療
機
関
に
よ

る
日
曜
日
開
設
の
試
行
も
そ
の
一
環
で
す
。

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

保
健
師
　
河
合
優
香

日ごろから受診目安の確認を

3

救
急
外
来
の
正
し
い
理
解
と

思
い
や
り
の
あ
る
受
診
行
動
を
！

救
急
外
来
当
番
医

の
試
行
実
施

■
長
岡
外
科
整
形
外
科
医
院
（
中
央
３
）

　

☎
�
1
1
7
1

■
診
療
日

9
月
23
日
・
10
月
28
日
・
12
月
2
日

■
板
垣
医
院
（
中
央
２
）

　

☎
�
0
2
5
0

■
診
療
日

9
月
30
日
・
10
月
21
日
・
11
月
18
日

栗
山
町
に
お
け
る
救
急
医
療
体
制

重

　
　
　症
状
（
緊
急
度
）
　
　
　
　軽

ニ次救急
（中等症～重症患者）

初期救急
（軽症患者）

三次救急
（重症患者）

転送（重症のとき）

転送（重症のとき）

札幌の病院などが担う
特に緊急性のある救急医療分野

岩見沢市立病院
や北海道中央労
災病院などが担
う救急医療分野

町内の医療機関が
担う分野

栗
山
赤
十
字
病
院
が
担
う
救
急
医
療
分
野

（
初
期
と
ニ
次
救
急
医
療
分
野
に
対
応
）

栗山町における救急医療体制



町
で
は
地
震
や
大
雨
な
ど
の
災
害
が
発
生

時
に
災
害
・
避
難
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
、

携
帯
電
話
で
お
知
ら
せ
す
る
緊
急
速
報
メ
ー

ル
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
に
て
、
避
難
情
報

伝
達
広
報
訓
練
と
し
て
試
験
配
信
し
ま
す
。

試
験
配
信
は
、
町
内
全
域
の
緊
急
速
報

メ
ー
ル
対
応
携
帯
電
話
す
べ
て
に
情
報
が
配

信
さ
れ
ま
す
。
実
際
の
避
難
情
報
と
お
間
違

え
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
配
信
対
象
は
「
d
o
c
o
m
o
」「
a
u
」

「
S
o
f
t
B
a
n
k
」
の
緊
急
速
報
メ
ー

ル
対
象
機
種
で
す
。
詳
し
く
は
各
携
帯
電
話

会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
1
1
1
1

ル
体
験
、
煙
体
験

■
展
示
見
学

　

防
災
グ
ッ
ズ
展
示
、
火
災
報
知
機
展
示
、

自
衛
隊
車
両
お
よ
び
東
日
本
大
震
災
活
動

パ
ネ
ル
展
示
、
消
防
署
は
し
ご
車
見
学
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
見
学

※
対
象
地
域
以
外
の
方
も
、
自
由
に
見
学
や

災
害
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
当
日
、
自
家
用
車
で
お
越
し
の
方

は
、
役
場
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
や
、

消
防
署
、
警
察
、
病
院
な
ど
の
防
災
関
係
機

関
と
の
共
同
に
よ
り
各
種
災
害
を
想
定
し
た

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
落
ち
着
い
て
行
動

す
る
た
め
に
は
、防
災
訓
練
な
ど
に
参
加
し
、

経
験
と
知
識
を
広
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
か
ら

皆
さ
ん
自
身
や
、
ご
家
族
、
大
切
な
財
産
な

ど
を
守
る
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

が
大
切
で
す
。「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
の
た

め
に
、
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
日

時　

９
月
９
日
㈰

午
前
８
時
～
午
後
0
時
30
分

　

※
小
雨
決
行
、
悪
天
候
中
止

■
場
　
　
所　

栗
山
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
お

よ
び
体
育
館
（
中
央
3
丁
目
）

■
対
象
地
域　

中
央
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
、
中
央
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

■
訓
練
内
容

住
民
避
難
訓
練
、
火
災
消
火
・
救
出
訓
練
、

救
護
訓
練
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送
訓
練　

な
ど

■
災
害
体
験

　

豪
雨
・
暴
風
雨
体
験
、
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ

昨年の、防災訓練のようす

●
配
信
概
要

■
日
時　

９
月
９
日
㈰　

午
前
8
時
ご
ろ

■
内
容

【
訓
練
】
栗
山
町
避
難
勧
告
発
令
。
こ

れ
は
【
訓
練
】
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
栗
山

町
役
場
で
す
。
本
日
、
7
時
45
分
に
栗
山

町
全
域
に
震
度
６
の
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
町
災
害
対
策
本
部
よ
り
、
中
央
地
区

全
域
、
桜
丘
お
よ
び
富
士
の
一
部
地
域
に

対
し
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
発

令
さ
れ
た
地
域
の
皆
さ
ん
は
栗
山
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
は
【
訓
練
】
で
す
。

4

総
合
防
災
訓
練
開
催
内
容

【
問
い
合
わ
せ
】

町
総
務
課
　

総
務
グ
ル
ー
プ
☎
�
1
1
1
1

9
月
9
日

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

緊
急
速
報
メ
ー
ル(

エ
リ
ア
メ
ー
ル)

の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す

その時！あなたは！大切なものを守れますか？



平
成
21
年
７
月
13
日
に
尊
い
３
名
の
命
を

奪
っ
た
飲
酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
。
こ
の

よ
う
な
悲
惨
な
事
故
が
二
度
と
起
こ
ら
な
い

こ
と
を
祈
願
す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
平

成
21
年
か
ら
開
催
さ
れ
、
本
年
で
４
回
目
と

な
り
ま
す
。
参
加
者
全
員
に
交
通
安
全
の
お

守
り
を
渡
し
、飲
酒
運
転
根
絶
は
も
ち
ろ
ん
、

交
通
安
全
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
大
会
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
開
催
日
時　

9
月
13
日
㈭
午
前
9
時
～

◆
場
　
　
所　

栗
山
ダ
ム
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

◆
参
加
料　

1
0
0
0
円
（
当
日
受
付

で
徴
収
い
た
し
ま
す
）

◆
競
技
方
法　

36
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

（
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
し
）

◆
申
込
期
限　

９
月
６
日
㈭
※
期
日
厳
守

◆
主

催　
く
り
や
ま
駅
前
通
り
商
店
街
協
同
組
合

◆
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
の
駅
栗
夢
プ
ラ
ザ
☎
�
5
5
1
5

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

☎
�
3
2
0
0

　

道
内
に
お
け
る
交
通
事
故
死
者
数
は
、
８

月
20
日
現
在
で
１
０
６
人（
前
年
比
＋
６
人
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
交
通
死
亡
事
故
の
主
な
特
徴
は
、

正
面
衝
突
の
死
亡
事
故
が
激
増
し
、
居
眠
り

運
転
・
脇
見
運
転
・
無
理
な
追
越
し
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
夕
暮
れ
か
ら

日
没
ま
で
の
時
間
が
急
激
に
早
ま
り
ま
す
。

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
は
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
反
射
材
用
品
な
ど
の
着
用
や
自
転
車

前
照
灯
の
点
灯
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
交
通
事
故
死

～ 

め
ざ
せ 

安
全
で
安
心
な
北
海
道 

～

【
運
動
の
重
点
目
標
】

○
日
没
時
間
が
早
ま
る
こ
と
に
よ
る
夕
暮
れ

時
の
高
齢
歩
行
者
・
自
転
車
の
事
故
防
止

を
は
じ
め
、以
下
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

・
居
眠
り
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

住
宅
用
火
災
警
報
器（
以
下『
住
警
器
』）

の
設
置
が
義
務
付
さ
れ
て
か
ら
、
1
年

3
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

さ
て
、
皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
は
住
警
器

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

ま
だ
設
置
さ
れ
て
い
な
い
お
宅
は
早
急

に
設
置
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

住
警
器
が
適
切
に
機
能
す
る
た
め
に
は

維
持
管
理
が
大
切
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
、次
の
３
点
に
十
分
に
注
意
し
、

日
ご
ろ
か
ら
点
検
と
、
お
手
入
れ
を
実
施

し
ま
し
ょ
う
。

①
電
池
交
換
時
期
の
確
認

住
警
器
の
電
池
寿
命
は
機
種
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。
電
池
切
れ
は
音
声
や
「
ピ
ッ

ピ
ッ
ピ
ッ
」
と
音
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す

が
、
本
体
裏
側
の
表
示
で
も
交
換
時
期
を

確
認
で
き
ま
す
の
で
時
期
が
き
た
ら
交
換

し
ま
し
ょ
う
。

②
定
期
的
な
お
手
入
れ

住
警
器
に
ほ
こ
り
な
ど
が
付
く
と
誤
っ

て
発
報
し
た
り
、
火
災
の
煙
を
感
知
し
づ

ら
く
な
り
ま
す
。
定
期
的
に
掃
除
機
で
ほ

こ
り
を
吸
い
取
る
か
、
乾
い
た
布
で
汚
れ

を
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

③
定
期
的
な
点
検

住
警
器
の
音
声
や
警
報
音
が
正
常
に
鳴

る
の
か
ど
う
か
定
期
的
に
点
検
を
し
ま

し
ょ
う
。
点
検
方
法
は
本
体
に
取
り
付
け

ら
れ
た
ひ
も
を
引
く
も
の
や
、
ボ
タ
ン
を

押
し
て
点
検
で
き
る
も
の
な
ど
機
種
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。

※
電
池
の
寿
命
や
、
お
手
入
れ
・
点
検
の

方
法
は
購
入
店
ま
た
は
取
扱
説
明
書
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ　

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

　

生
活
安
全
課　

☎
�
0
1
5
0

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

生
活
と
環
境

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

9
月
21
日
㈮
～
30
日
㈰

【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

交
通
安
全
祈
願

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
維
持
管
理
に
つ
い
て

5



の
積
立
金
で
、
予
期
し
な
い
収
入

減
や
支
出
の
増
加
な
ど
、
収
支
不

足
が
生
じ
た
場
合
に
、
必
要
額
を

基
金
か
ら
取
り
崩
す
も
の
で
す
。

「
減
債
基
金
」
は
、
町
の
借
金

で
あ
る
町
債
（
公
共
事
業
な
ど
を

行
う
た
め
に
国
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
る
借
金
）
の
返
済
を
計
画
的
に

行
う
た
め
の
積
立
金
で
、
そ
の
年

度
の
返
済
額
が
多
額
と
な
っ
た
場

合
に
、
必
要
額
を
基
金
か
ら
取
り

崩
す
も
の
で
す
。
な
お
、
こ
の
基

金
は
、
平
成
22
年
度
ま
で
に
、
ほ

ぼ
全
額
を
借
金
の
返
済
に
充
て
て

い
ま
す
。

「
特
定
目
的
基
金
」
は
、
福
祉

の
充
実
や
産
業
・
教
育
の
振
興
な

ど
事
業
の
目
的
別
に
設
置
し
て
い

る
積
立
金
で
、
こ
れ
ら
の
目
的
に

応
じ
た
事
業
を
実
施
す
る
場
合

に
、
必
要
額
を
基
金
か
ら
取
り
崩

す
も
の
で
す
。
本
町
で
は
、
地
域

福
祉
基
金
、
農
業
教
育
振
興
基

　

町
に
は
土
地
や
建
物
、
物
品
や

債
券
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
財
産
の

ほ
か
に
、
一
般
家
庭
の
預
金
に
相

当
す
る
「
基
金
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
基
金
は
、
そ
の
年
度

の
収
入
が
少
な
く
、
赤
字
補
て
ん

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
や
、
急
を

要
す
る
事
業
で
多
額
の
支
出
が
生

じ
る
場
合
へ
の
対
応
な
ど
、
安
定

し
た
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
た

め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

①
基
金
の
種
類

基
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
目

的
か
ら
、「
財
政
調
整
基
金
」、「
減

債
基
金
」、「
特
定
目
的
基
金
」
の
、

３
種
類
に
分
類
し
て
い
ま
す
。

「
財
政
調
整
基
金
」
は
、
町
財

政
を
健
全
に
運
営
し
て
い
く
た
め

金
、
文
化
振
興
基
金
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

②
基
金
残
高
の
推
移

下
の
図
の
と
お
り
、
基
金
の
残

高
は
、
平
成
16
年
度
か
ら
平
成

20
年
度
に
か
け
て
、
町
債
の
返

済
額
の
増
加
や
、
歳
入
の
柱
で

あ
る
地
方
交
付
税
や
町
税
の
減

少
に
よ
り
、
減
債
基
金
を
中
心

に
、
約
18
億
円
の
基
金
を
取
り
崩

し
、
財
政
収
支
の
均
衡
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
末
の
基
金
残
高
は
、

８
億
５
千
万
円
ま
で
に
減
少
し
ま

し
た
。

平
成
21
年
度
以
降
は
、
町
債
の

返
済
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
こ
と
、

ま
た
、
国
の
臨
時
的
措
置
に
よ
り

地
方
交
付
税
が
微
増
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
基
金
も
若
干
増
加

し
、
平
成
23
年
度
末
の
基
金
残
高

は
、
11
億
５
千
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

6

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

ま
ち
の
預
金
と
借
金
の
状
況

vol.5

ま
ち
の
預
金

（
基
金
の
状
況
）

基金残高の推移
（各年度末の数値）

5

10

15

20

25

30
その他特定目的金

減債基金

財政町政基金

億円

億円

億円

億円

億円

億円 5.4

4.3

14.3

8.87.56.8
4.65.4

7.78.27.36.5

14.9

2.2

4.1
6.2

9.0

5.4

5.3
4.8

4.2

2.73.13.2
3.6

3.9

0.3

11.5
8.5

10.3 10.6

19.2

16.0

11.5

26.8
24.0

21.6 （単位：億円）

※減債基金は、Ｈ22 以降の残高が単位
　未満のため表記していません。

H14 H23H22H21H20H19H18H17H16H15



　

町
債
と
は
、
町
道
の
整
備
や
町

民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
公
共
施

設
の
整
備
な
ど
、
大
規
模
な
建
設

事
業
を
行
う
場
合
に
、
国
や
銀
行

な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
借
金
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

①
町
債
の
目
的

町
が
、
借
金
で
資
金
を
調
達
で

き
る
の
は
、
道
路
整
備
や
公
共
施

設
、
公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
、
公

共
事
業
の
資
金
と
す
る
場
合
や
、

国
の
制
度
改
正
や
財
政
事
情
に

よ
っ
て
、
町
の
収
入
が
減
少
す
る

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

特
に
、
公
共
事
業
と
し
て
整
備

す
る
施
設
な
ど
は
、
今
後
、
将
来

に
わ
た
っ
て
永
く
使
用
し
て
い
く

こ
と
か
ら
、
次
の
世
代
と
な
る
方

に
も
公
平
に
負
担
し
て
い
た
だ

き
、
分
割
払
い
で
少
し
ず
つ
返
済

し
て
い
く
と
い
う
、
世
代
間
負
担

の
公
平
性
を
図
る
と
い
う
側
面
も

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
水
道
や
下
水

道
施
設
で
あ
れ
ば
30
年
、
公
営
住

宅
や
学
校
校
舎
で
あ
れ
ば
25
年
な

ど
、
事
業
（
施
設
）
ご
と
に
、
そ

の
耐
用
年
数
以
内
で
返
済
し
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
町
債
の
返
済
金
の
一
部

は
、
地
方
交
付
税
と
し
て
、
国
か

ら
補
て
ん
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
町
債
残
高
の
推
移

町
債
は
、
過
去
に
実
施
し
た
大

型
公
共
事
業
に
伴
い
、
平
成
13
年

以
降
急
激
に
増
加
し
、
町
財
政
を

大
き
く
圧
迫
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
、一
般
会
計
の
町
債
残
高
で
は
、

平
成
４
年
度
末
に
61
億
８
千
万
円

で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
14
年
度

末
に
は
、
１
６
８
億
２
千
万
円
ま

で
増
大
し
過
去
最
大
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
こ
と
か
ら
、
新
た
な
借
金

の
抑
制
や
低
金
利
な
条
件
へ
の
借

り
換
え
な
ど
、
町
債
残
高
の
減
少

と
返
済
額
の
平
準
化
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。
結
果
、
平
成
14
年
度
以

降
は
、
毎
年
度
緩
や
か
に
減
少

し
、平
成
23
年
度
末
の
残
高
で
は
、

１
１
２
億
２
千
万
円
と
、
こ
の
10

年
間
で
56
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
全
体
に
お
け
る
町

債
残
高
は
、
平
成
23
年
度
末
で
、

１
９
０
億
１
千
万
円
で
平
成
14
年

度
と
比
較
し
、
72
億
３
千
万
円
と

約
３
割
減
少
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
借
入
額
が
返
済
額
を

上
回
ら
な
い
よ
う
、
町
債
の
新
規

発
行
の
抑
制
に
よ
る
町
債
残
高
の

減
少
に
努
め
、
町
財
政
の
健
全
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

今回の財政特集「知っておきたいまちの予算」
では、財政モニターの皆さんに、掲載を予定して
いる原稿案を事前に配付し、それぞれが思う疑問
点や改善点などの意見をいただきました。

町では、モニターからの意見をもとに誌面を修
正しています。今後も、モニターの意見を反映さ
せた、分かりやすい誌面構成に努めていきます。

7

ま
ち
の
借
金

（
町
債
の
状
況
）

50

100

150

200

250

300
特別会計

一般会計

億円

112.2

77.9

262.4

150.6 140.2
128.9

117.3120.6

83.2
82.2

82.0
80.081.3

84.2 88.9 85.887.8

168.2 167.9 163.8 162.1

222.4
233.8

247.9251.6256.8

190.1197.3201.9210.9

億円

億円

億円

億円

億円

H14

（水道、下水道事業会計に係る町債）
（道路や公営住宅の整備などに係る町債）

（単位：億円）

H23H22H21H20H19H18H17H16H15

財政モニターよる誌面チェック

財政モニターのみなさん

（各年度末の数値）町債残高の推移



9
月
10
日
の
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
に
ち

な
み
、
国
で
は
毎
年
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま

で
を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

不
眠
は
心
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
信
号

睡
眠
は
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
も
の
で
す
。「
ぐ
っ
す
り
と
眠
れ
な
い
」

「
夜
中
に
何
度
も
目
が
覚
め
て
し
ま
う
」
な

ど
と
い
っ
た
不
眠
の
症
状
は
、
う
つ
病
と
関

係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
週
間
以

上
続
く
よ
う
な
ら
、
が
ま
ん
せ
ず
専
門
機
関

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

自
殺
予
防
週
間
特
別
相
談
会

岩
見
沢
保
健
所
で
は
、
心
に
悩
み
が
あ
る

方
を
対
象
に
特
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

9
月
13
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
場
所　

岩
見
沢
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

◆
対
象　

借
金
な
ど
で
お
困
り
な
方
や
、
こ

こ
ろ
の
悩
み
が
あ
る
方
な
ど

◆
内
容　

精
神
科
医
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健
康

相
談
」、弁
護
士
に
よ
る
「
経
済
問
題
の
相
談
」

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
係

☎
0
1
2
6
（
2
0
）
0
1
2
1

※
申
し
込
み
は
12
日
の
午
後
５
時
ま
で

自
殺
予
防
パ
ネ
ル
展

◆
期
間　

9
月
3
日
㈪
～
9
月
7
日
㈮

◆
場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

◆
内
容　

最
近
の
自
殺
・
う
つ
の
現
状
に
つ

い
て
、
う
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
、
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
付
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室
☎
�
2
2
5
6
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健康のコラム

永山歯科医院院長 永山　裕

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ �2256

医療機関名 実施日程 受付時間 申込先

にしみこども

クリニック

月～土曜日
木曜日は午前
の み、 第 2 木
曜日は休診

 8：45 ～ 12：30
14：30 ～ 19：00
土曜日は 14：00 まで

地域医療・
保健対策室
☎ 73 － 2256

接種日の前日
13：00 ま で に
申し込みくださ
い

長岡外科整形

外科医院
火・水・金曜日 13：30 ～ 14：00

不活化ポリオワクチンが接種できる医療機関

医院紹介

医院名：永山歯科医院 
院　長：永山　裕
住　所：栗山町松風 4 丁目 23 
電　話：0123 � 7000 

診療科目：歯科、矯正歯科
小児歯科

ＦＡＸ：0123 � 7100 

『
虫
歯
』
の
お
話

自
殺
予
防
週
間

9
月
10
日
～
16
日

9 月 1 日より、ポリオの予防接種が「不活化ワクチン」に変更となります。

※ 8 月号の広報に掲載しました、実施日程に誤りがありましたので、お詫
びして訂正いたします。

み
な
さ
ん
、
猫
の
虫
歯
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
た
こ
と
あ
り
ま
す
か
？

私
は
あ
り
ま
せ
ん
。

猫
の
歯
も
人
間
の

歯
も
、
酸
性
（
酸
性

ア
ル
カ
リ
性
の
酸
）

の
水
溶
液
に
入
れ
る

と
溶
け
ま
す
。

お
口
の
中
で
歯
が

と
け
て
（
脱だ

っ
か
い灰
）
穴
が
あ
く
こ
と
（
う
窩か

に
な
る
）
を
一
般
的
に
「
虫
歯
に
な
る
」

と
言
い
ま
す
。

人
間
の
口
の
中
の
だ
液
（
つ
ば
）
は
中

性
か
ら
弱
酸
性
で
、
酸
性
の
状
態
が
続
く

と
歯
は
溶
け
始
め
ま
す
。

酸
性
に
な
る
原
因
は
お
口
の
中
の
細
菌

が
酸
を
出
す
こ
と
で
す
が
程
度
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
多
く
の
因
子
が
係
っ
て
い
ま

す
。猫

が
虫
歯
に
な
ら
な
い
わ
け
は
、
だ

液
（
つ
ば
）
が
ア
ル
カ
リ
性
だ
か
ら
で

す
。
た
ま
に
猫
の
虫
歯
の
話
を
聞
き
ま

す
が
、
よ
く
話
を
聴
い
て
み
る
と
歯
周

病
の
症
状
が
主
な
原
因
の
よ
う
で
す
。

猫
は
虫
歯
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
歯
周

病
に
は
な
り
ま
す
。
人
間
も
、
歯
を
失

う
原
因
の
95
％
は
虫
歯
と
歯
周
病
で

す
。ご

自
身
や
ご
家
族
の
お
口
の
な
か
に

１
本
で
も
虫
歯
が
あ
れ
ば
リ
ス
ク
（
悪

い
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
。
病
気
の
か

か
り
や
す
さ
）
が
高
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

猫
の
お
口
の
相
談
は
獣
医
師
の
先
生

に
お
願
い
し
ま
す
。
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小学生の夏休み作品展
可愛いらしいもの、あっと驚くもの、
小学生の力作揃いです。
日程／ 9月1 日㈯～ 9 日㈰

てってって広場
親子一緒に簡単な物づくりをして遊び
ませんか。栗山公園に落ちている葉っ
ぱを集めてリスさんフリスビーを作っ
て遊ぶ予定です。是非、お友だちを誘っ
てご参加ください。
日時／ 9月4 日㈫ 10：30 ～
　　　栗山公園集合

  消費者協会パネル展
おしゃれを楽しもう !!
日程／ 9月10 日㈪～ 18 日㈫
  

めぐみデパート
めぐみ幼稚園児によるチャレンジショッ
プです。野菜やドーナツの販売など可愛
らしい店員さんが対応してくれます。
日時／ 9月20 日㈭ 10：00 ～15：00

秋まつり～栗夢プラザ催し物～
栗山町の特産品の販売。おでん・ビー
ル・ジュースなどの販売。昨年に引き
続き 札幌の人気ラーメン店 羅妃焚（ラ
ピタ）も出店します。
日程／ 9月24 日㈪～ 26 日㈬

大好評！手打ちそば
毎週金曜日は、おそばの日！
9 月は 7日･14日・21日・28日です。

街かど介護相談
日時／毎週金曜日　11：00 ～13：30

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ �5515・℻ �5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間（平日）     9：30 ～ 17：30
　〃（土・日・祝）  10：00 ～ 17：00

9 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活
相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ
■日時╱毎週月・木曜日

13：00 ～ 16：00
■場所╱勤労者福祉センター
■栗山消費者協会内╱☎�3581

【問い合わせ】町くりやまブランド推進室　☎ �7516

2012 栗山公園だより 9 月号　vol.54

【問い合わせ】
  栗山公園案内所　☎ �0706
  指定管理者　たかはしダリア

    最新情報を簡単アクセス
http://t-daria.com/parktop

「最近、体だるくないですか ?」

栗山公園フォトコンテスト！開催

ま ち の ひ ろ ば

　住宅のリフォームをはじめ、布団販売や貴金属類の買取りなどの訪
問販売が増えています。訪問販売は、商品などの内容を十分理解しな
いうちに契約してトラブルになりやすいため、特定商取引法という法
律で規制されています。
　高齢者の独り暮らしを狙い、「最近、体だるくないですか。原因はお
布団ですよ」などと親身に装い高額な商品を販売するケースもありま
す。悪質業者の手口はとても巧妙ですので十分ご注意ください。不当
な訪問販売があったときはすぐに消費生活相談室にご相談ください。

　栗山公園・栗山公園内なかよし動物園・ホワイトガーデ
ンの３ヵ所で撮影した自慢の写真をエントリーしてみませ
んか？

【訪問販売】

■だまされないための５カ条
１．簡単に玄関のドアを開けない
２．「話だけでも聞いてやろう」は危険です
３．うますぎる儲け話には落とし穴が
４．必要の無いものはキッパリ断ろう
５．契約は簡単に署名・押印せず慎重に

詳しい内容は栗山公園ホームページ、栗山公園案内所にお
問い合わせください。

募集期間　９月１日㈯～ 30 日㈰まで
応募資格　プロ・アマ、性別を問いません。
写真規格　写真のサイズは自由です。
審査方法　主催者側で行います。
発　　表　栗山公園案内所
展　　示　栗山公園案内所前

入賞者には栗山公園案内所で使える商品券 3 千円ほか
をプレゼント！風景や公園で遊んでいるこどもたちの
様子など、どんなジャンルでも応募できます。レンズ
をとおした、とっておきの１枚をお待ちしています！



　　　

お
子
さ
ん
は
自
分
自
身
で
症
状
を
う
ま
く
伝

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
周
囲
の
方
が
あ
わ
て
ず
冷
静

に
観
察
、
判
断
し
て
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

【
発
熱
に
つ
い
て
】

　

発
熱
は
ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
に
感
染
す
る

と
熱
を
出
し
て
、
活
動
を
抑
え
よ
う
と
す
る
防

衛
反
応
の
ひ
と
つ
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
は
体
温
調

整
機
能
が
未
熟
な
た
め
、
室
温
や
着
せ
方
に
よ
っ

て
体
温
が
上
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
普
段
か

ら
体
温
を
測
り
平
熱
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
手　

当

・
体
温
計
で
正
し
く
熱
を
測
り
ま
し
ょ
う
。

・
静
か
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

・
水
分
を
十
分
に
与
え
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
（
食
べ
や
す
い
食
事
や
飲
み
物
）

・
汗
を
か
い
た
ら
よ
く
拭
き
、
着
替
え
を
さ
せ

ま
し
ょ
う

・
解
熱
剤
の
使
用
は
医
師
の
指
示
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
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●
こ
ん
な
と
き
は
病
院
へ

・
顔
色
が
悪
く
苦
し
そ
う
な
と
き

・
小
鼻
が
ピ
ク
ピ
ク
し
て
呼
吸
が
早
い
と
き

・
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
き

・
お
う
吐
や
下
痢
の
回
数
が
多
い
と
き

・
け
い
れ
ん
が
お
こ
っ
た
と
き

★
症
状
は
人
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
様
子
を
よ

く
観
察
し
て
、
心
配
な
時
は
か
か
り
つ
け
医

に
１
度
受
診
し
て
、
医
師
の
指
示
に
従
い
ま

し
ょ
う
。

－問い合わせ－
子育て支援センター
☎72- 1280

【
北
海
道
小
児
医
療
救
急
電
話
相
談
】

　

夜
間
に
お
け
る
子
ど
も
の
急
な
病
気

や
け
が
な
ど
の
際
に
専
任
の
看
護
師
や

医
師
か
ら
症
状
に
応
じ
た
適
切
な
助
言

が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
電
話
に
よ
る
診
断
・

治
療
は
で
き
ま
せ
ん
）

【
受
付
時
間
】

　

毎
日
午
後
7
時
～
午
後
11
時

☎ 

0
1
1
（
2
3
2
）
1
い
ー
こ
き
ゅ
う
き
ゅ
う

5
9
9

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル　

＃
8
0
0
0

　
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、
携
帯
電
話
か
ら
）

子ども関係機関の方々のご協力をいただき開催します。
親子一緒のコーナーなど楽しいコーナーを考えていま
す。※ 10 月号に詳しい内容をおしらせします。

　

子どもフェスティバルに『クレヨンカンパニー』がやっ

てくる！牛乳パックや段ボールなど身近な廃材を使っ

て作った「ガラクタ人形劇」やカラーシルエット（影

絵）、グリム童話から心温まるお話の人形劇でガラクタ

人形劇「おおきなかぶ」・グリム童話「こびとのくつや」・

影絵の３本立てです。どうぞお楽しみに！

11：30 ～　大ホール
昨年の様子

子
ど
も
の
病
気
、

こ
ん
な
時
ど
う
し
た
ら
？

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

日　時　 10月7日 日　10 ： 30 ～ 13 ： 00

場　所　  総合福祉センター 「しゃるる」



　

こ
ん
に
ち
は
。
社
団
法
人
栗
山
青
年

会
議
所
の
平
野
敬
太
で
す
。

「
川
づ
く
り
は
ま

ち
づ
く
り
」
の
旗
印

の
も
と
、
か
つ
て
石

炭
の
洗
炭
で
真
っ
黒

だ
っ
た
夕
張
川
に
サ

ケ
を
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
で
、
私
た

ち
栗
山
青
年
会
議
所
は
毎
年
４
月
に
サ

ケ
の
稚
魚
放
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
皆
さ
ん
の
手
で
放
流
し
た
サ

ケ
が
栗
沢
頭
首
工
ま
で
遡
上
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
雨
煙
別
川
へ

の
遡
上
ま
で
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま

で
き
て
い
ま
す
。

本
年
６
月
に
は
、
栗
沢
・
長
沼
両
頭

首
工
と
支
流
の
落
差
工
課
題
解
決
に
向

け
国
土
交
通
省
に
対
し
、
町
・
ハ
サ
ン

ベ
ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
会
・
当
青
年

会
議
所
の
３
者
連
名
で
「
夕
張
川
河
川

整
備
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
頭
首
工
へ
の
魚
道
設
置
に
向
け

大
き
く
前
進
す
る
も
の
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
、
ハ
サ
ン
ベ

ツ
里
山
計
画
実
行
委
員
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
く

こ
ん
に
ち
は
！ 

私
た
ち 

栗
山
青
年
会
議
所
で
す
。
⑧

ふ
る
さ
と
の
川
を
き
れ
い
に

～
河
川
清
掃
活
動
の
実
施
～

り
や
ま
な
ど
の
関
係
団
体
で
実
施
し
た

調
査
で
、
産
卵
場
所
の
一
つ
と
な
る
夕

張
川
の
合
流
部
か
ら
雨
煙
別
川
下
流
域

へ
の
ご
み
の
不
法
投
棄
が
数
多
く
発
見

さ
れ
た
た
め
、
次
の
日
程
で
河
川
清
掃

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
清
掃
作
業
へ
は
流
域
住
民
で
あ

る
多
く
の
町
民
皆
さ
ん
参
画
の
も
と
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
開
催
日
時　

９
月
16
日
㈰
午
前
９
時

～
正
午

◆
集
合
場
所　

栗
山
町
い
き
も
の
の
里

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
問
い
合
わ
せ　
栗
山
青
年
会
議
所
事
務
局

☎
�
２
３
４
５

※
詳
し
く
は
広
報
誌
折
込
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

　

　

栗
山
町
交
流
プ
ラ
ザ
は
、
高
齢
者
の
健

康
増
進
と
生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
多
世
代
と
の
交
流
事
業
お

よ
び
介
護
予
防
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
す
る
施
設
で
す
。

８
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
栗
山
町
交
流
プ
ラ
ザ
設
置
条

例
が
可
決
さ
れ
、
平
成
24
年
10
月
１
日
よ

り
、
指
定
管
理
者
制
度
へ
移
行
し
管
理
・

運
営
を
行
う
予
定
で
す
。

今
後
、
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
に
お

い
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
の
う
え
審
査
し
、
候
補
者
の

決
定
を
行
い
、
議
会
の
議
決
を
経
て
指
定

管
理
者
制
度
へ
の
移
行
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

栗
山
町
交
流
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
者
選

定
に
係
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
一
般
公
開
に
よ
り
次
の
日
程
で

開
催
し
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
応
募
団

体
か
ら
施
設
の
管
理
運
営
の
考
え
方
や
自

主
事
業
の
展
開
な
ど
、
提
案
内
容
の
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
ヒ
ア
リ
ン
グ

と
し
て
選
定
委
員
会
に
よ
る
質
疑
を
行
い

ま
す
。

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
　
時　

９
月
15
日
㈯

午
前
10
時
30
分
～
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
20
分
間

午
前
10
時
50
分
～
ヒ
ア
リ
ン
グ
20
分
間

◆
場
　
所　

役
場
新
庁
舎
３
階
第
１
会
議
室

◆
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
行
政
経
営
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
3

指
定
管
理
者
選
定
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
一
般
公
開
し
ま
す

11

【
問
い
合
わ
せ
】

町
経
営
企
画
課　

行
政
経
営
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
0
3

栗
山
町
交
流
プ
ラ
ザ

を
指
定
管
理
者
制
度
へ
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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

姉妹都市子ども交歓のつどい
宮城県角田市へ栗山町から18人訪問

昭和 54 年から始まり今年で 34 回目を迎える「姉妹
都市子ども交歓のつどい」が宮城県角田市で行われまし
た。毎年交互に訪問・受け入れを行っており、今年は、
8 月 3 日から 7 日の日程で栗山から小中学生 18 人が同
市を訪問。車いすバスケットの日本代表選手との交流や、
観光名所の御釜を散策など、交流事業をとおして角田市
の子どもたちとの親睦を深めました。また 350 年の歴
史がある金津七夕にも参加するなど、貴重な経験と出会
いに恵まれた 5 日間となりました。

栗山町 検索

夏休みを利用してボランティア体験
ペットボトルキャップ選別作業

栗山高校と継立中学校の生徒 7 人が 8 月 1 日、総合
福祉センター「しゃるる」で清涼飲料水のペットボト
ルキャップ選別作業のボランティアをしました。栗山
町老人クラブ連合会（西田勉会長）が取り組むペット
ボトルキャップ収集活動で行う作業のひとつで、集め
られたキャップの異物除去や選別などを行いました。
選別されたキャップは江別市のエコキャップ推進協会
を通じてアフリカなどの発展途上国にポリオやはし
か、ＢＣＧなどのワクチンとして届けられます。

コカ ･ コーラ環境フォーラム 2012
雨煙別小学校 コカ･コーラ環境ハウス

伊勢ヶ濱部屋激励会
大関日馬富士らと町民が交流

大相撲伊勢ヶ濱部屋（伊勢ヶ濱親方：第 63 代横綱
旭富士）の激励会が、7 月 31 日、ホテルパラダイス
ヒルズで開かれました。先の名古屋場所で、全勝優勝
を果たした大関日馬富士の祝賀会とあわせて行われた
激励会には、後援会関係者やファンなど約 150 人が参
加しました。鈴木紀元教育長の乾杯により会食と交流
会が始まると、参加者は、豪華な料理とお酒に舌鼓を
うちながら、伊勢ヶ濱部屋の力士 15 人と楽しいひと
時を過ごしました。 

環境教育・保全活動に取り組む全国の学生たちを称え
支援する「コカ ･ コーラ環境フォーラム 2012」が、雨
煙別小学校 コカ ･ コーラ環境ハウスで 8 月 3 日から 5
日まで開催されました。全国で活動する 185 団体の中
から、15 団体がノミネートされ、選考の結果、活動表
彰部門の大賞には兵庫県の尼崎市立成良中学校が、次世
代支援部門の大賞には京都市立伏見工業高校のシステム
工学科工学探究コースがそれぞれ選ばれました。
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戦没者追悼式
恒久平和を願い

くりやまマルシェ 2012
うまいものが集結　3,500人が舌鼓

『くりやまマルシェ 2012』が、8 月 18 日、栗山公園
で開催され、地元農産物や加工品などのおいしいもの
が栗山公園に集結しました。今年は、出店各ブースの
中から、来場者が「うまい」と感じたものに投票し、
その得票数でグランプリを決定する、日本ハムファイ
ターズの栗山監督杯争奪「うまんもんグランプリ」が
開催され、グランプリには「北海道三富屋のコロッケ」
が選ばれました。グランプリ商品は、栗山監督へ差し
入れされる予定となっています。

戦争で亡くなられた方々を追悼する戦没者追悼式（町
主催）が 8 月 20 日、ご遺族や関係者など約 100 人が参
列し、角田農村環境改善センターで行われました。黙と
うの後、椿原紀昭町長は式辞で ｢町民の皆さまとともに、
平和であることに感謝し、思いやりの心がかよう元気の
でるまちづくりに向けて頑張ってまいります。｣ と述べ
ました。その後、栗山詩吟会の皆さんによる献詩朗詠に
続き、全員で献花を行い、戦没者のご冥福と世界の恒久
平和を祈りました。

80 点取るまでかえれま戦
せん

栗の樹ファームでソフトボール大会

陶芸用電気炉の改修
あさひ工房の陶芸室　コミュニティ助成で

栗山陶芸同好会（古瀬一芳会長）は、財団法人自治
総合センターのコミュニティ助成事業により、平成 8
年度に整備されたあさひ工房の「陶芸用電気炉」を改
修しました。コミュニティ助成は、同センターが住民
のコミュニティ活動を促進し、その健全な発展を図る
とともに宝くじの普及広報を目的に行われています。
この電気炉は工房体験教室のこども陶芸教室などにも
使用されるなど、今後も、多くの老若男女が相集い創
作活動を進めることが期待されます。

栗山青年会議所青年部（高杉文浩会長）主催の「80 点
取るまで帰れま戦（せん）」が、8 月 25 日、関係者約 80
人が参加し、栗の樹ファームで開催されました。日本ハ
ムファイターズの栗山監督への応援と感謝の気持ちを込
めた「栗さんのおかげです事業」の一環で、栗山監督の
背番号 80 にちなみ、80 点とるまで行うソフトボール大
会です。大会終了後には焼肉とビールを囲んで懇親会も
行われ、栗山町のまちの活性化や、栗山監督の応援プロ
ジェクトなどについ熱く話し合われました。



栗
山
ダ
ム
の
貯
水
量
が
減
少
し
て
い

た
た
め
節
水
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た

が
、
貯
水
量
が
回
復
し
水
不
足
の
心
配

が
な
く
な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
建
設
水
道
課
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
1
4

交
通
事
故
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
ず
納
得
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
検
察
官
の

不
起
訴
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か

を
審
理
す
る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査

会
」
が
あ
り
ま
す
。
審
査
の
申
し
立
て

や
相
談
に
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い

る
皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
ま
す
。
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と

き
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
検
察
審
査
会
事
務
局

　

☎
0
1
2
6
（
2
2
）
6
6
5
0

町
で
は
、
支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん

に
対
し
、
道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療

育
セ
ン
タ
ー
（
コ
ド
モ
ッ
ク
ル
）
と
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
医
療
費
の
助
成

◇
対

象　

町
内
在
住
の
児
童

◇
助
成
内
容

道
立
子
ど
も
総
合
医
療
・
療
育
セ
ン

タ
ー
に
係
る
医
療
費
の
一
部
を
助
成

※
各
医
療
費
（
重
度
心
身
障
が
い
者
、
ひ

と
り
親
家
庭
な
ど
、
乳
幼
児
、
児
童
）

の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

◆
利
用
料
金
の
助
成

◇
対

象

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
利
用
者

◇
助
成
内
容

･
町
内
事
業
所
（
栗
山
町
子
ど
も
発
達
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）
利
用
料
金
の
全
額

を
助
成

･
町
外
事
業
所
利
用
料
金
の
１／２
を
助
成

◆
交
通
費
の
助
成

◇
対

象　

児
童
と
保
護
者
の
方
１
人

◇
助
成
内
容

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
際
、
最
低

運
賃
の
１／２
を
助
成

※
栗
山
町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
利
用
に
か
か
る
交
通
費
の
助
成

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
他
の
割
引
制
度
が
あ
る
場
合
は
、
制
度

利
用
後
の
運
賃
の
１／２
を
助
成
し
ま
す
。

暮  

ら  

し

14

◆
申
請
受
付

平
成
24
年
４
月
～
９
月
分
（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
請
方
法

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
限　

10
月
12
日
㈮

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2

◆
対

象

　

特
定
疾
患
の
治
療
や
人
工
透
析
の
た

め
通
院
（
合
併
症
の
た
め
町
外
の
医
療

機
関
に
通
院
）
さ
れ
て
い
る
方

◆
助
成
内
容

通
院
費
の
一
部
を
助
成

◆
申
請
受
付

平
成
24
年
４
月
～
９
月
分
（
上
期
分
）

の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
請
方
法

申
請
書
（
印
鑑
）、
通
院
証
明
書
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
北
海
道
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
に
よ
る
医
療
受
給
者
証
の
交
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
通
院
証
明
書
の
か

わ
り
に
病
院
で
発
行
す
る
領
収
書
の
提

出
に
よ
る
申
請
が
可
能
で
す
。

◆
申
請
期
限　

10
月
12
日
㈮

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
2
2

人　口     13,187 人  （＋51）
　男　　 6,149  人  （＋40）
　女　　 7,038  人  （＋11）
世帯数　 6,086世帯（＋58）

人のうごき

栗
山
ダ
ム
の
貯
水
量
が
回
復

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
！

支
援
の
必
要
な
お
子
さ
ん
に

医
療
費
な
ど
を
助
成
し
ま
す

特
定
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん

に
通
院
費
を
助
成

【問い合わせ】
町住民福祉課福祉・子育てグループ 　☎� 2222
岩見沢児童相談所　☎ 0126-22-1119

里親制度をご存知ですか
　里親とはいろいろな事情で家庭で養育できない子ど
もたちを、その家庭に代わって温かい愛情をもって養
育してくださる方のことで、児童福祉法に定められた
公的な制度です。
詳しくは、下記までお問い合わせください。

住民基本台帳法改正に伴い、今月より
外国人住民も含まれます。

8月1日現在
（　）内は前月比

まちのおしらせ



町
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
徘
徊
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
対
し
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
事
業
は
徘
徊
行
動
が
見
ら

れ
る
認
知
症
高
齢
者
を
抱
え
る
家
族
が

安
心
し
て
介
護
で
き
る
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
徘
徊
し
て
い
る
高
齢
者
を
早

期
に
発
見
で
き
る
機
能
を
有
す
る
機
器

（
徘
徊
探
知
機
）
の
購
入
費
用
の
助
成

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
対
　
　
象

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
本
町
に
住

所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
認
知
症
に
よ

る
徘
徊
行
動
が
見
ら
れ
る
方
を
介
護
す

る
家
族
ま
た
は
親
族
で
す
。

･
介
護
保
険
法
に
よ
る
要
介
護
認
定
に
お

い
て
、
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
１

15

以
上
の
者

･
医
師
に
よ
る
診
断
で
認
知
症
と
認
め
ら

れ
た
方

･
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
者

◆
助
成
額

助
成
の
対
象
経
費
は
、
徘
徊
探
知
機

の
機
器
購
入
費
や
加
入
料
金
（
登
録

手
数
料
）
に
要
す
る
費
用
（
上
限
は

1
万
1
5
0
0
円
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
徘
徊
探
知
機
購

入
に
係
る
領
収
書
（
明
細
書
の
写
し
）、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
介
護
保
険
証
を
用
意
の
上
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

町
住
民
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
2
2
5
5

国 民 年 金
「国民年金保険料が

クレジットカードで納付できます」
　国民年金保険料を納めやすくするために、ク
レジットカードをご利用いただけます。納付で
きる保険料は「定額保険料」、「付加保険料込み
の定額保険料」となります。
　カード会社へのお支払回数は、１回払いのみ
となります。
　クレジットカードでの納付をご希望される場
合は「国民年金保険料クレジットカード納付申
出書」の提出が必要となります。
　詳しくは町住民福祉課住民・国保グループま
でお問い合わせください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ ☎� 7509

◆
日

時　

　

９
月
28
日
㈮　

午
前
7
時
～

◆
場

所　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
受
診
で
き
る
項
目

特
定
健
診
、
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検

診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、

乳
が
ん
検
診
（
乳
が
ん
検
診
に
は
定
員

が
あ
り
ま
す
。
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

◆
問
い
合
わ
せ

町
地
域
医
療
・
保
健
対
策
室

　

☎
�
2
2
5
6

高
齢
者
の
徘
徊
に
お
悩
み
の

家
族
の
方
へ

　固定資産税（第 3 期）※コンビニ可

　国民健康保険税（第 3 期）※コンビニ可

　介護保険料（第 3 期）

　後期高齢者医療保険料（第 3 期）

【問い合わせ】
 ･ 課税内容について　町税務課課税グループ  ☎� 7505・� 7504
 ･ 納税相談について　町税金対策室　　　  ☎� 7506

今月の納期限

10/1月
納税には

便利な
口座振替を！

※印の税金は、コンビニエンスストアで納められます。

健
（
検
）
診
の
お
知
ら
せ

支払いは便利な口座振替を
●水道料金は自動的に支払うことができる
「口座振替（自動振込）」を活用しましょう。

振替日は、検針月の翌月１０日です。
●口座振替の手続きは、町建設水道課のほか、

町内の金融機関、郵便局の窓口で可能です。
通帳と銀行印をご持参ください。

●納入通知書（はがき）では、コンビニエン
スストアでもお支払いが可能です。普段、
銀行などの窓口でお支払ができない場合な
ど、コンビニエンスストアを活用して納め
ることができますのでご協力ください。

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

みんなの

水 道

infomation ９
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台
風
に
備
え
て

　
9
月
は
、
1
年
で
最
も
台
風
の
発

生
・
接
近
・
上
陸
が
多
く
な
る
時
期
で

す
。テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
最
新
の
気
象
情
報
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
台
風
接
近
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。
台
風
に
よ
る
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
台
風
が
接
近
す
る
前
】

□
避
難
場
所
や
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
、

危
険
な
場
所
な
ど
を
家
族
で
確
認
し
て

お
く
。

□
屋
外
の
植
木
鉢
な
ど
飛
散
し
そ
う
な
も

の
は
屋
内
に
片
付
け
て
お
く
。

□
低
い
土
地
や
斜
面
の
そ
ば
に
い
る
方
は

早
め
の
避
難
を
検
討
す
る
。

【
台
風
が
接
近
し
て
大
雨
や
暴
風
の
影
響

を
受
け
始
め
た
時
】

□
な
る
べ
く
外
出
は
避
け
る
。

□
避
難
指
示
や
避
難
勧
告
な
ど
の
お
知
ら

せ
に
注
意
す
る
。

□
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
補
修
の
た
め
に
屋
根

に
上
る
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
。

□
増
水
し
た
川
や
高
波
が
打
ち
寄
せ
る
海

岸
や
防
波
堤
に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
管
区
気
象
台
天
気
相
談
所

　

☎
0
1
1
（
6
1
1
）
0
1
7
0

税
関
で
は
、
戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
て
来
ら
れ
た
方
か
ら
お
預
か
り
し
た

約
87
万
件
の
保
管
証
券
類
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。
ご
家
族
の
方
も
返
還
請
求

で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対

象

　

終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら

れ
た
方
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運
局

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
、
帰
国
前

に
樺
太
、
満
州
に
あ
っ
た
在
外
公
館
、

日
本
人
自
治
会
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・

証
券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た

も
の

◆
問
い
合
わ
せ

函
館
税
関
監
視
部
統
括
監
視
官
部
門

　

☎
0
1
3
8（
4
0
）1
4
4
3

◆
日

時　

10
月
3
日
㈬
～
14
日
㈰

午
前
9
時
～
午
後
6
時

※
14
日
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

◆
場

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
無
料
体
験
会

7
日
㈰ 

午
後
1
時
～
3
時
ま
で
（
押

し
花
の
壁
掛
け
）

◆
問
い
合
わ
せ

安
達　

☎
�
5
5
0
9

【
ハ
イ
ジ
牧
場
&
リ
ン
ゴ
狩
り
バ
ス
ツ

ア
ー
】

◆
日

時　

10
月
17
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◆
見
学
場
所

ハ
イ
ジ
牧
場
、
仲
野
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク

（
リ
ン
ゴ
狩
り
）、
な
が
ぬ
ま
温
泉
（
食

事
・
入
浴
）

◆
参
加
料

･
大
人　
　
　

2
7
0
0
円

・
小
人　
　
　

2
0
0
0
円

◆
申
込
期
間　

9
月
27
日
㈭
～
10
月
3
日
㈬

参
加
者
が
10
人
以
下
の
場
合
は
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
主

催

南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
組
合

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

町
経
営
企
画
課
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
7
5
0
2

◆
日

時　

９
月
15
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

◆
場

所　

北
海
道
介
護
福
祉
学
校

南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

介
護
学
校
学
校
祭

栗山天満宮例大祭
9 月 24 日月・25 日火・26 日水
露店出店路線は右図のとおり、「駅前通り」と「公園通り」です。

【問い合わせ】　※祭典行事関係 … 栗山天満宮　☎ 72-1370

戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
へ

催　
　

し

栗
山
町
押
し
花
サ
ー
ク
ル

作
品
展

まちのおしらせ
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◆
内

容

介
護
技
術
実
演
、屋
外
模
擬
店
、各
サ
ー

ク
ル
発
表
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ

北
海
道
介
護
福
祉
学
校
学
校
祭
実
行
委

員
会　
　

☎
�
６
０
６
０

◆
日

時　

9
月
9
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
内

容

　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
雑
貨
や
お
菓
子
な

ど
、
わ
く
わ
く
す
る
お
店
が
栗
山
に
集

ま
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

手
作
り
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会  

宮
川

☎
�
1
7
8
8

◆
日

時　

9
月
20
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
3
時

◆
場

所

　

ま
ち
の
駅
「
栗
夢
プ
ラ
ザ
」

◆
内

容

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
児
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
。
体
に
や
さ
し
い
手
作
り
パ

ン
の
セ
ッ
ト
や
、
野
菜
と
ル
ー
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
カ
レ
ー
セ
ッ
ト
の
販
売
、

雑
貨
な
ど
の
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
�
1
4
5
9

◆
日

時　

９
月
29
日
㈯

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分
（
午
後
１

時
か
ら
受
付
）

◆
場

所　

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」

◆
内

容

き
ず
な
を
深
め
よ
う
～
家
族
同
士
が
つ
な

が
り
元
気
に
な
ろ
う
～
を
テ
ー
マ
に
家
族

や
当
事
者
の
体
験
発
表
、
交
流
会
な
ど

◆
対

象

精
神
障
が
い
者
の
家
族
、
当
事
者
、
精

神
保
健
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方

◆
参
加
料　
　
　

無　

料

◆
主

催

社
団
法
人
北
家
連
空
知
地
域
協
議
会

◆
問
い
合
わ
せ

精
神
障
害
者
家
族
会  
よ
つ
ば
会 

中
井

☎
�
3
3
0
8

◆
日

時　

9
月
30
日
㈰

開　

場　

午
前
11
時
30
分

講　

演　

正
午

◆
場

所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
E
k
i
」
多
目

的
ホ
ー
ル

◆
内

容

　

各
市
町
村
の
先
人
よ
り
伝
わ
る
伝
統
芸

能
、
そ
の
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
民

謡
・
舞
踊
・
詩
吟
・
太
鼓
な
ど
の
楽
器

演
奏
・
歌
（
コ
ー
ラ
ス
・
合
唱
な
ど
）・

芝
オ
ケ
・
古
典
芸
な
ど
の
芸
能
交
流
会

◆
入
場
料

　

当
日
券　
　
　

7
0
0
円

　

前
売
り
券　
　

5
0
0
円

※
前
売
り
券
は
、
白
光
堂
楽
器
店
、
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
（
社
会
福
祉

協
議
会
内
）、
ま
ち
の
駅
栗
夢
プ
ラ
ザ
、

役
場
売
店

◆
問
い
合
わ
せ

南
空
知
ふ
る
さ
と
芸
能
交
流
会
実
行
委

員
会　

伊
賀

☎
0
9
0（
6
6
9
2
）3
3
2
1

南
空
知

ふ
る
さ
と
芸
能
交
流
会

空
知
地
域
精
神
障
が
い
者

家
族
大
会

め
ぐ
み
デ
パ
ー
ト

【問い合わせ】
赤い羽根共同募金事務局
栗山町社会福祉協議会　☎� 1322

９月 18 日㈫

継立神社祭典会場

９月 24 日㈪ ～ 26 日㈬

栗山天満宮例大祭会場

赤い羽根共同募金
キャンペーン事業

手
作
り
フ
ェ
ス
タ

in
く
り
や
ま

14:00 ～　勝手にカラオケ
16:00 ～　カラオケ
                       みのり太鼓
19:30 ～　演歌歌手オンステージ（予定）　
20:00 ～　ビンゴゲーム

ご縁広場（松風 2）

【問い合わせ】松風商店街振興会事務局  有限会社そらち  ☎ �1236

13:00 ～

10 月 1 日から赤い羽根共同募金運動が始ま
ります。

秋祭り期間を「赤い羽根共同募金キャン
ペーン期間」として、募金協力いただいた方
に赤い羽根の代わりに北海道日本ハムファイ
ターズの選手カード（栗山監督、稲葉選手、
小谷野選手、田中選手、糸井選手）をお渡し
します。

皆さんのご理解とご協力をお願いいたします。

infomation ９
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◆
採
用
予
定
人
員

◇
勤
務
地

・
消
防
署
（
栗
山
）　　
　

1
人

◆
受
験
資
格

①
救
急
救
命
士
資
格
取
得
者
（
平
成
25
年

4
月
資
格
取
得
見
込
み
含
む
）
で
平
成

2
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

②
心
身
強
健
で
、
視
力
両
眼
で
0
.
8

以
上
・
左
右
各
0
.
5
以
上（
眼
鏡
可
）

お
よ
び
聴
力
が
正
常
な
方

③
採
用
時
普
通
自
動
車
免
許
１
種
取
得
者

で
、
勤
務
地
に
居
住
で
き
る
方

※
採
用
時
に
大
型
自
動
車
免
許
を
取
得
し

て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
採
用
後
に

同
免
許
を
取
得
す
る
事

※
日
本
国
籍
を
有
せ
ず
、
地
方
公
務
員
法

第
16
条
に
規
定
す
る
欠
格
事
項
に
該
当

す
る
方
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◆
提
出
書
類

　

履
歴
書
・
卒
業
証
明
書（
見
込
み
含
む
）・

学
業
成
績
書
・
健
康
診
断
書
・
救
急
救

命
士
資
格
取
得
者
は
免
許
証
（
写
）・

自
動
車
運
転
免
許
証
（
写
）

※
履
歴
書
・
健
康
診
断
書
に
つ
い
て
は
、

南
空
知
消
防
組
合
指
定
用
紙
を
使
用
す

る
こ
と
。

◆
提
出
期
限

　

９
月
28
日
㈮
必
着

◆
1
次
試
験
日　

　

10
月
21
日
㈰　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

◇
科

目

一
般
教
養
・
作
文
・
適
性
検
査
・
体
力

測
定
※
２
次
試
験
（
面
接
試
験
）
は
11

月
上
旬
を
予
定

◆
願
書
提
出
先
・
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
本
部
（
中
央
3

丁
目
3
0
9
番
地
2
）

　

☎
�
1
8
3
5

◆
試
験
日　

11
月
11
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

･
岩
見
沢
市

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格
　
乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

10
月
1
日
㈪
～
10
日
㈬

※
電
子
申
請
の
場
合
は
、
9
月
28
日
㈮
～

10
月
7
日
㈰

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
試
験
日　

11
月
11
日
㈰

◆
場
所
・
種
類

･
札
幌
市
、
苫
小
牧
市

甲
種
（
第
１
～
５
類
）、
乙
種
（
第
１

～
７
類
）

そ
の
他
、
道
内
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格　

乙
種
は
制
限
な
し

◆
受
付
期
間　

10
月
1
日
㈪
～
10
日
㈬

※
電
子
申
請
の
場
合
は
、
9
月
28
日
㈮
～

10
月
7
日
㈰

◆
試
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
対

象

◇
特

級

1
級
ま
た
は
単
一
等
級
取
得
後
5
年
以

上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
１

級

７
年
以
上
、
ま
た
は
２
級
取
得
後
２
年

以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
単
一
等
級

３
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方

◇
２

級

２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
３
級
取
得
者

◇
３

級

半
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有
す
る
方
、

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

消
防
職
員
採
用

危
険
物
取
扱
者
試
験

消
防
設
備
士
試
験

ま
た
は
該
当
す
る
科
目
で
職
業
訓
練
・

高
等
学
校
・
短
期
大
学
・
大
学
・
各
種
（
専

修
）
学
校
（
厚
生
労
働
大
臣
指
定
に
限

る
）
の
在
学
生
を
含
む
。

◆
実
施
職
種

機
械
保
全
、
配
管
、
鉄
筋
施
工
、
建
築

大
工
な
ど

◆
受
付
期
間

10
月
1
日
㈪
～
10
月
12
日
㈮

◆
そ
の
他

経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
、
実
施
職
種
、

受
検
手
数
料
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

中
空
知
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
内

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
２
５（
２
４
）１
８
８
０

◆
日

時　

10
月
9
日
㈫
～
12
日
㈮

午
後
５
時
30
分
～
８
時
30
分

◆
場

所

岩
見
沢
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
岩
見
沢
市

９
条
西
４
丁
目
１
）

◆
科

目

･
危
険
物
に
関
す
る
法
令

･
基
礎
的
な
物
理
学
お
よ
び
化
学

･
危
険
物
の
性
質
、
火
災
予
防
お
よ
び
消

講　
　

習

危
険
物
取
扱
者
試
験

準
備
講
習

募　
　

集

試　
　

験

後
期
技
能
検
定

まちのおしらせ
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火
の
方
法

･
練
習
問
題

◆
受
付
期
間

講
習
会
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
、
予

定
人
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
講
習
日
・
場
所

･
岩
見
沢
市　

10
月
2
日
㈫

･
札
幌
市　

10
月
16
日
㈫
・
12
月
7
日
㈮

い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
し
受
講

◆
対

象

①
平
成
21
年
３
月
31
日
以
前
に
免
状
の
交

付
ま
た
は
保
安
講
習
を
受
け
、
現
在
危

険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険

物
取
扱
者
の
方

②
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

か
っ
た
方
が
、
そ
の
後
、
従
事
す
る
こ

と
と
な
っ
た
場
合
は
、
そ
の
従
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
受

講
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
以
降
３

年
以
内
ご
と
に
受
講
）。

③
②
に
該
当
す
る
方
で
、
過
去
２
年
以
内

に
免
状
の
交
付
ま
た
は
講
習
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
そ
の
免
状
交
付
日
ま
た

は
講
習
日
か
ら
３
年
以
内
に
受
講
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
以
降
３
年
以
内

ご
と
に
受
講
）。

◆
受
付
期
間

受
講
開
催
日
の
10
日
前
ま
で

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署
生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　
　

幼
児
期
に
起
こ
り
や
す
い
事
故
や
病

気
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
万
が
一
の

場
合
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
身
に
つ

け
、
こ
ど
も
の
安
全
と
事
故
防
止
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時　

10
月
11
日
㈭

午
後
1
時
20
分
～
3
時
30
分

◆
場

所

　

栗
山
赤
十
字
病
院 

2
階
会
議
室

◆
内

容

･
幼
児
、
乳
児
の
家
庭
で
で
き
る
応
急
処
置

･
幼
児
、
乳
児
の
心
肺
蘇
生
法
の
仕
方

◆
受
講
料　

2
7
0
円
（
教
材
費
）

◆
申
し
込
み
期
限　

9
月
28
日
㈮

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
赤
十
字
病
院　

医
療
社
会
事
業
部

田
中　

☎
�
1
0
1
5

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

幼
児
安
全
法
短
期
講
習

　町内の事業所に勤める従業員の賃金や労働条件、福利厚生制度などの実態を把握
することを目的した栗山町雇用労働実態調査を実施します。建設業、製造業、御・
小売業、サービス業（常用従業員５人以上）を営む事業所を対象に 2 年おきに実施
するものです。趣旨をご理解いただき、調査票の記入・提出にご協力お願いします。

【問い合わせ】
　町くりやまブランド推進室　☎ 73-7516

　就業構造基本調査は、ふだん仕事をしているかどうかや就業に関する希望など
について調査し、その結果は各種雇用対策、少子・高齢化対策などの基礎資料と
なります。調査は 5 年に一度行われており、全国の約 47 万世帯に住む 15 歳以上
の世帯員約 100 万人を対象に行う大規模な統計調査です。
　調査の対象となった世帯には、調査員証を携帯した統計調査員が伺いますので、
ご協力をお願いします。

就業構造基本調査
■対　象　湯地・朝日３丁目の一部から 30 世帯

雇用労働実態調査
■対　象　建設業、製造業、御・小売業、サービス業（常用従業員５人以上）

の事業所および従業員
■期　間　9 月 10 日㈪から 10 月 10 日㈬
　　　　　（委託事業所　株式会社マイクロフィッシュ）

【問い合わせ】　
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502ご

協
力
お
ね
が
い
し
ま
す

infomation ９



岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
「
高
齢
者
・
障

が
い
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化

週
間
で
す
。
期
間
中
、
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
方
へ
の
虐
待
や
嫌
が
ら
せ
な

ど
の
相
談
に
応
じ
る
特
設
電
話
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
　
　
時

　
9
月
10
日
㈪
～
16
日
㈰　

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※
15
日
㈯
・
16
日
㈰
は
午
前
10
時
～
午
後

5
時
ま
で

◆
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
（
0
0
3
）
1
1
0

◆
問
い
合
わ
せ

札
幌
法
務
局
岩
見
沢
支
局

☎
０
１
２
６
（
２
2
）
0
6
1
9

◆
日
時
・
場
所

　
9
月
21
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　

　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

　
9
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

9
月
19
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

20

相  
  

談

無
料
法
律
相
談

心
の
健
康
相
談

【
金
一
封
】

◇
坂
ノ
下
和
弘
さ
ん
（
和
歌
山
県
）
よ
り
総

務
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
）と
し

て
◇
松
原
春
子
さ
ん
（
松
風
3
）
よ
り
総

務
寄
附
金（
ま
ち
づ
く
り
）と
し
て
◇
松
本

直
子
さ
ん
（
新
潟
県
）
よ
り
総
務
寄
附
金

（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
）と
し
て
◇
荒
谷

亮
太
郎
さ
ん
（
埼
玉
県
）
よ
り
総
務
寄
附

金（
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
）と
し
て
◇
棣

棠
英
俊
さ
ん
（
南
学
田
）
よ
り
教
育
寄
附

金（
文
化
振
興
基
金
）と
し
て

【
金
一
封
】

◇
ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ
㈱
オ
オ
タ

◇
松
坂
志
津
枝
さ
ん
（
札
幌
市
）

ご  

厚  

意

　
　
町
　
へ

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

高
齢
者
・
障
が
い
者

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

200 万円を手渡す松原さん

『AED で命を救う !!』救急講習
病気やけがはいつ起こるかわかりません。大切な命を救う
ためにＡＥＤの使用方法、心肺蘇生法を学びませんか？

日時　９月９日日　13：00 ～ 15：00
場所　ホテルパラダイスヒルズ
内容　救急隊によるＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取り

扱い、心肺蘇生法、応急処置などの講習

AED の無償点検サービス

【問い合わせ】栗山赤十字病院臨床工学課　☎ 72-1015 【問い合わせ】南空知消防組合消防署生活安全課　☎ 72-0150

栗山赤十字病院では町内に設置されている
ＡＥＤを対象に、臨床工学技士による無償

点検を行っています。ＡＥＤの
点検を希望される事業所は下記
までご連絡ください。日時を調
整のうえ点検に伺います。

まちのおしらせ



【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

大
佐
賀
麻ま

お央 

7/4

五
十
嵐
咲さ

や綾 

7/18

上
田
璃り

な奈 

7/23

井
澤
暉あ

き
と人 

7/31

橋
元
亜あ
も
ん門 

8/3

坂
下
涼り
ょ
う
す
け介 

8/6

貴

士

佳
代
子

宏

史

七

枝

裕

也

依

里

智

明

紗
裕
理

重

治

眞
貴
子

勇

介

喜
美
江

大
井
分

中
央
３

朝
日
３

南
学
田

朝
日
４

中
央
１

お
め
で
た

【
7
月
16
日
～
8
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

福
井
和
子 

63 

7/19 

和

幸

海
老
名
笑
子 

76 

7/20 

忠

昭

渋
谷
さ
い 
91 

7/20 

本

人

福
岡
鬼
一 
84 

7/29 

本

人

坂
下
美
智
子 
82 
7/29 
幸

雄

酒
井
イ
セ
子 

91 
7/29 
本

人

荒
山
ユ
キ
エ 

81 

7/29 
健

治

西
海
キ
ク
ヱ 

94 

8/1 

本

人

棣
棠
昭
子 

85 

8/1 

本

人

遠
山
三
郎 

101 

8/1 

本

人

藤
谷
澄
夫 

79 

8/3 

本

人

古
俣
ツ
ネ 

88 

8/4 

本

人

谷
本
雄
二 

55 

8/4 

本

人

椎
名
春
彦 

67 

8/6 

本

人

金
谷
信
二 

84 

8/11 

研

一

お
く
や
み

角

田

中
央
３

日

出

錦

１

錦

３

中

里

南
学
田

朝
日
４

南
学
田

継

立

富

士

錦

１

継

立

朝
日
３

松
風
３

21

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

■ 次号「広報くりやま 10 月号」の原稿締切は 9月13日㈭まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎�7501

【
物　

品
】

◇
粒
里
（
大
井
分
）
◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ

オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）
◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花
薬
局
栗
山
店
（
朝

日
2
）
◇
く
す
り
の
え
び
な
（
中
央
2
）

【
慰　

問
】

◇
キ
ヨ
コ
と
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ（
千
歳
市
）

◇
栗
山
町
赤
十
字
奉
仕
団

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
山
下
テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）
◇
北
村
フ

ヂ
エ
さ
ん（
富
士
）◇
卜
部
澄
子
さ
ん（
松

風
4
）
◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）
◇

太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）
◇
西
岡
マ
サ

子
さ
ん
（
松
風
2
）

【
金
一
封
】

◇
松
原
春
子
さ
ん
（
松
風
3
）
◇
幅
田
伸

二
さ
ん
（
南
学
田
）
◇
遠
山  

通
さ
ん
（
継

立
）◇
覚
念
寺 

棣
棠
英
俊
住
職（
南
学
田
）

◇
と
き
わ
町
内
会
（
中
井
穠
会
長
）

【
物　

品
】

◇
と
き
わ
町
内
会
（
中
井
穠
会
長
）
◇
カ

イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）
◇

◇
ク
オ
ス
（
松
風
２
）
◇
粒
里
（
大
井
分
）

◇
ス
ー
パ
ー
寿
栗
山
店
（
朝
日
4
）

【
慰　

問
】

◇
椿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
（
新
十
津
川

町
）
◇
宝
玉
蓮
と
む
ぎ
の
会
（
岩
見
沢
市
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）
◇
シ

ナ
リ
ー
化
粧
品
砂
川
営
業
所
（
砂
川
市
）

　

町
で
は
、
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
38
人
の
民
生
委
員
児
童
委
員

と
２
人
の
主
任
児
童
委
員
が
委

嘱
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
福

祉
や
家
族
、
住
居
、
年
金
、
育

児
、
教
育
の
こ
と
な
ど
、
地
域

の
相
談
役
で
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
各
関
係
機
関
と
の
連
携
や
、

パ
イ
プ
役
な
ど
も
担
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
の
誰
も
が
幸
せ
で
安
心

し
た
生
活
を
お
く
れ
る
よ
う
民

生
委
員
児
童
委
員
は
応
援
し
て

い
ま
す
。
何
か
心
配
ご
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
児
童
委
員
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い

■
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と

　
　

住
ま
い
・
生
活
な
ど

■
育
児
・
教
育
に
関
す
る
こ
と

　
　

育
児
・
学
校
生
活
な
ど

■
家
族
関
係
に
関
す
る
こ
と

　
　

扶
養
・
相
続
な
ど

■
在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

　
　

介
護
・
施
設
利
用
な
ど

◆
包
丁
と
ぎ
奉
仕
活
動

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
）

◆
ふ
れ
あ
い
菜
園
づ
く
り

　
（
在
宅
支
援
部
会
）

◆
児
童
公
園
な
ど
の
遊
具
点
検

　
（
児
童
部
会
）

◆
生
活
福
祉
資
金
の
活
用
啓
発

　
（
生
活
向
上
部
会
）

◆
広
報
紙
の
発
行

　
（
広
報
部
会
）

ほ
か
に
も
こ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

【問い合わせ】栗山町民生委員児童委員協議会事務局　町住民福祉課福祉・子育てグループ　☎ 73-2222

主
な
相
談
内
容

infomation ９
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　「開かれた学校づくり」を目指し、地域との連携を深めるこ
とを目的として、町内の各小中学校の「地域公開授業参観」
を実施します。どなたでも自由に授業を参観できますので、
栗っ子が学習している姿をどうぞご覧ください。

学校名 開催日 時間 対象
継立小学校 9 月 6 日㈭   13：15 ～ 14：00 全学年

角田小学校 9 月 27 日㈭ 10：30 ～ 12：05 全学年

【期 間】  ９月１１日 （火） ～１１月１６日（金）
【回 　 数】各教室　全１０回

【場 　 所】スポーツセンター

【対 　 象】２０歳以上の町民の方

【受 講 料】１,０００円（全１０回分）

【保 険 料】１, ８５０円（任意加入）

【定 員】各教室１０人～２５人

【問い合わせ】　スポーツセンター　☎ 72-6161

【申込方法】

スポーツセンター窓口で申込用紙に必要事項を記入の上、

受講料を添えて申し込みしてください。保険加入希望者

は窓口に申し出て保険料を納入してください。

※９月４日㈫９：００より窓口受付開始します。各教室

　先着順定員制となります。

※印鑑を必ずご持参ください。

※電話での申し込みは受け付けません。

第２期

体にやさしいピラティス
【曜日・時間】９月１１日（火）～１１月１３日（火）
　　　　　　毎週火曜日　１３：３０～１４：３０

【内 　 容】
体に負担が少なく、ヨガと太極拳の要素をミック
スした体にやさしいピラティス教室です。バランス
ボールを使用したメニューが中心です。他にトレーニ
ングルームを利用したメニューも行います。

いきいき運動　～午前の部～
【曜日・時間】９月１２日（水）～１１月１４日（水）
　　　　　　毎週水曜日　１０：００～１１：００

【内 　 容】
卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心に取り組
む、いきいき運動教室です。初心者や運動に自信の
ない方でも安心の内容です。他にもフラフープやバ
ランスボール、ラダーなどさまざまなメニューに取
り組む予定です。

すこやかストレッチ
【曜日・時間】９月１４日（金） ～１１月１６日（金）
　　　　　　毎週金曜日　１０：００～１１：００

【内 　 容】
健康増進のためのストレッチ教室です。体力に自信
のない方にオススメです。基本的なストレッチはも
ちろん、バランスボールやストレッチポール、椅子な
どのさまざまな道具を使って飽きのこないメニュー
で展開していきます。

ソフトエアロビクス
【曜日・時間】９月１３日（木） ～１１月１５日（木）
　　　　　　毎週木曜日　１３：００～１４：００

【内 　 容】
エアロビクスの基本的なステップからコンビネー
ションまで、爽快に動く教室です。全１０回のうち
５回を外部講師に委託して行う予定です。

いきいき運動　～午後の部～
【曜日・時間】９月１２日（水）～１１月１４日（水）
　　　　　　毎週水曜日　１３：３０～１４：３０

【内 　 容】
卓球・ミニテニス・バドミントンなどを中心に取り組
む、いきいき運動教室です。初心者や運動に自信の
ない方でも安心の内容です。他にもフラフープやバ
ランスボール、ラダーなどさまざまなメニューに取
り組む予定です。
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外国語指導助手
（Assistant Language Teacher）

栗山中学校
クリスチャン先生のプロフィール　～ PROFILE ～
名 前　クリスチャン・リプマノ
年 齢　２３歳
出身地　アメリカ合衆国ハワイ州オアフ島
趣 味　テレビ観賞

クリスから一言　～ MESSAGE ～
　小学生の時に「ポケモン」を見てから日本に興味を持ち、
日本語の勉強をしてきました。北海道はハワイと全く違う
環境ですが、探検したり、
皆さんと交流したりするの
をとても楽しみにしていま
す。皆さんにとっていい先
生になると同時に、いい
お友達になれたら嬉しいで
す。恥ずかしがらずに「Hi!」
と声をかけてください。
Yoroshikuonegaishimasu!

　８月６日に栗山中学校に新しい外国語指導助手（ALT）
が赴任しました。授業では、本場の英語を生徒に伝え
ています。今後小学校での英語活動も定期的に支援し
たり、児童センターを訪問し、ゲーム・音楽などをと
おして英語の楽しさを伝えていく予定です。

【問い合わせ】　栗山町図書館　　☎ 72-6055

■日　時　9月29日㈯
　　　　　１１：００～１２：００
■場　所　栗山町図書館
■入場料　無料
■定　員　９０人（先着順）
■内　容
　人形劇団「えりっこ」によるマリオネット人形劇。
　「ぼくはガリガリ －ねずみをやめたねずみのお話－」

青空図書館のお知らせ
人形劇団がやってくる人形劇団がやってくる

大好評！複製絵画の貸し出し
　ピカソやルノアール、マチスなど２２点の複
製絵画を貸し出しています。ご自宅やお店など
に絵画を飾ってちょっと違った雰囲気を楽しん
でみませんか。
貸し出し期間：１ヵ月間（１人１点まで）

『赤いテーブル』
マチス（370×440㎜）

『モンマルトルの教会』
ユリトロ（530×610㎜）

クリスチャンと
異文化コミュニケーション

クリスチャンと
異文化コミュニケーション
　ハワイ出身の新 ALT、クリスチャンを囲んで、
日本語と英語の混ざる簡単な会話の中（ALT の自
己紹介、ハワイの文化紹介と受講生の自己紹介、
栗山文化の紹介など）から英語ならではの表現や
異文化について気づき、お互いに学び合う講座で
す。

■期　日　９月 10 日㈪・24 日㈪
　　　　　10 月１日㈪・15 日㈪（全４回）
■時　間　19：00 ～ 20：00
■会　場　総合福祉センター「しゃるる」
■講　師　クリスチャン・リプマノ（栗山中学校 ALT）
■定　員　15 人（18 歳以上の町民が対象です）
■受講料　1,000 円
■申込方法
　教育委員会窓口で直接申込みまたは電話にて申
　込みください。
■申込み・問い合わせ先
　教育委員会社会教育グループ☎ 72-1117



ファシリテーションで
気づく、わかる、変化する
～ワークショップ in 栗山～

ファシリテーションで
気づく、わかる、変化する
～ワークショップ in 栗山～
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【日 時】９月８日㈯ １０：００～１４：００
　（受付９：３０～／競技開始１０：００～）※雨天中止

【場 所】ふじスポーツ広場
【対 象】３歳以上（親子で参加できます。未就学
　　　　　 児は保護者同伴でご参加ください）

【内 容】綱引きや大玉転がしなど芝生の上で楽
　　　　　しめる大運動会
 ※競技終了後に景品がもらえる抽選会があります。

【申込方法】当日受付にて申し込み（参加無料）
【問い合わせ】
　教育委員会社会教育グループ ☎７２－１１１７

スポーツ推進委員が行く！

くりやまファミリースポーツフェスティバルくりやまファミリースポーツフェスティバル

【日 時】１０月１３日㈯ 13：00 ～ 17：00
　　　　　   １０月１４日㈰ ９：30 ～ 15：00
※雨煙別小学校 コカ ･ コーラ環境ハウスに宿泊す
　ることができます。宿泊せずに全日程研修の時
　間だけ参加、初日だけの参加も可能です。

【場 所】雨煙別小学校 コカ ･ コーラ環境ハウス
【対 象】１８歳以上の町民の方
【参 加 費】研修参加費無料（食事・宿泊料は実費）

　 夕 食（ バ イ キ ン グ ）1,600 円 ／ 宿 泊 2,625 円
【内 容】ファシリテーション能力の学習。また

　そこからコミュニケーションの重要性を学びます。
【主 催】NPO 法人 日本ファシリテーション協会 北海道支部
【共 催】栗山町・栗山町教育委員会
【申込方法】教育委員会へ電話・FAX で申込み
【申込期限】９月３０日㈰まで
【申込先・問い合わせ】

 教育委員会社会教育グループ （森下）
　 ☎ 7 2 - 1 1 1 7 ／ F A X 7 2 - 6 5 2 2

【申込先・問い合わせ】　教育委員会社会教育グループ　　☎ 72-1117／ FAX72-6522

道民カレッジ「ほっかいどう学」出前講座

～ハサンベツでの体験とその取り組み～
『ハサンベツ里山での一日』『ハサンベツ里山での一日』

【日 時】９月３０日㈰　９：００～１５：００
【場 所】ハサンベツ里山地区（フィールドワーク）

　雨煙別小学校 コカ ･ コーラ環境ハウス（集合・解散）
【対 象】北海道内および栗山町に在住する町民の方
【定 員】30 人
【参 加 料】100 円（保険料）

　※希望者には 1,050 円で昼食を提供いたします。
　　申込み時にお知らせください。

【主 催】北海道教育委員会
【主 管】栗山町教育委員会
【後 援】NPO 法人雨煙別学校
【申込方法】郵便番号・住所・氏名・生年月日・電話番号・

　昼食の注文の有無を明記し、教育委員会へ電話また
　は FAX で申込み。

【申込期限】９月２１日㈮まで

【内 容】
（１）ハサンベツでのフィールドワーク 9：30 ～ 12：15

　　  講師　NPO 法人雨煙別学校
　　  里山を見学し、森づくり体験をとおし、昔なが
　　  らの知恵や自然を大切にした暮らしを学ぶ。

（２）講演「ハサンベツの取り組み」13：30 ～ 14：30
　　　講師　NPO 法人雨煙別学校理事　高橋　慎 氏

（３）意見交流・講評 14：30 ～ 15：00
　　  進行　北海道教育庁空知教育局社会教育指導班

【道民カレッジについて】
この講座は、道民カレッジの出前講座となっており
ますので、道民カレッジ手帳をお持ちの方はご持参
ください（４単位が認定されます）。また、お持ちで
ない方も参加できますが、この機会に道民カレッジ
に申し込むことも可能です。
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【日 　 時】９月９日㈰  ９：００～１２：００
【場 所】ハサンベツ里山センター集合
【内　　容】 農 作 物 の 収 穫 ・ 湿 性 植 物 の 移 植 ・ ク ワ ガ タ

　 　 　 　 　　 の 生 息 地 づ く り ・ コ テ ン グ コ ウ モ リ 調 べ な ど
【問い合わせ】いきものの里ふれあいプラザ ☎ 72-3000

毎月第２日曜日は里山の日作業日

まだ暑い日が続きまが、朝夕の冷気とともに秋の使者カン
タンとエゾエンマコオロギが「ルルル・・・コロコロリー」

と夜の野原で鳴き始めました。今夏のハサンベツではホタル
が無数に光り、水色のオオルリボシヤンマがたくさん飛び交っ
ています。また、雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスに宿
泊した栗山町内や福島県の被災地の子どもなど、たくさんの
子どもたちにホタルを見て感激してもらいました。川のいきも
のたちと触れ合う歓声は、まだ続いています。１２年目となる
里山のフィールドづくりの成果が、たくさんのいきものたちの
回帰や子どもたちの笑顔に表われています。
　今月のハサンベツ里山の日作業日は、９月９日、日曜日です。
たくさんの赤とんぼに囲まれ、秋の虫の音を聞きながら一緒
に汗を流してみませんか。

ふだん入ることのない夜の森で、ちょっと冒険してみな
い？まっくら闇と生きものたちがみんなを待ってるよ！

【日 時】９月８日㈯ 18：00 ～ 20：00
【場 所】ハサンベツ里山センター集合・解散
【服 装】長袖・長ズボン、帽子、軍手、履きなれた靴
【持ち物】懐中電灯、飲み物（水筒など）
【参加料】800 円（保険料込み）

※９月５日㈬ 18：00 までにお電話で申込みください。

◎森の夜遊びロングナイトハイク

◎秋のハサンベツ里山学校

【日 時】10月2日㈫～23日㈫
　　　　   １１：００～１２：15（毎週火曜日全４回）

【場 所】スポーツセンター 柔道室

【対 象】２０歳～７０歳の町民の方

【受 講 料】  2,000 円（全４回分、入館料含む）

【申込方法】スポーツセンター受付にて申込み

【申込期限】９月２１日㈮　定員１０人

【講 師】  札幌健康ストレッチ・ヨーガ愛好会代表 渋谷和子 氏

【申込先・問い合わせ】スポーツセンター　☎ 72-6161

健康ストレッチ・ヨーガ健康ストレッチ・ヨーガ
【日 時】　９月１４日㈮～１５日㈯

１４日１９：００集合／１５日１１：００解散
【場 所】　雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス
【対 象】　まちづくり・地域づくりに関心のある青年お
　　　　　　　　　　よび学生
【内 容】 まちづくり事例発表、情報交換、ワーク
　　　　　　　　　　ショップ、環境ハウスでの宿泊　ほか
【申込締切】　９月１１日㈫
【参 加 料】　３，０００円
【申込先・問い合わせ】
　教育委員会社会教育グループ　☎72-1117

青年団体活動活性化研修会青年団体活動活性化研修会

 第 2 回

北海道子どもドッヂビー大会
栗山町で開催！

 第 2回

北海道子どもドッヂビー大会
栗山町で開催！

　ウレタン製のやわらかいディスクを使って、ドッヂボー
ルのルールで試合をするニュースポーツ「ドッヂビー」の
小学生全道大会が栗山町で開催されます。栗山の代表チー
ムも参加しますので、町民の皆さまのあたたかい応援をよ
ろしくお願いします。

【日時】９月２９日㈯ 10：00 ～15：30
【場所】栗山町スポーツセンター
【問い合わせ】教育委員会社会教育グループ☎ 72-1117

【申込先・問い合わせ】雨煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウス☎ 72-1696

　ハサンベツ里山での収穫体験（ジャガイモ掘り）や里
山の幸、キノコやヤマブドウ、コクワ狩りを楽しみます。
昼食は収穫したジャガイモやキノコを使った昼食を用意し
ます。お楽しみに。

【日 時】９月２３日㈰ 10：00 ～ 15：00
【場 所】ハサンベツ里山センター集合・解散
【対 象】どなたでもご参加いただけます
【持ち物】飲み物（水筒など）、汚れてもよい服装（長

　　　　  袖・長ズボン）、軍手、帽子、タオル
【参加料】1,200 円（保険料込み）

※９月１９日㈬までにお電話で申込みください。

ヤム・ニ・ウシ美術展巡回展ヤム・ニ・ウシ美術展巡回展
～ネパールの刺繍と壁掛け～

ネパールの民衆が生んだ美しく楽しい刺繍と、その隣
国ラオスの壁掛け（タペストリー）を巡回展示します。
美しい作品の数々を、この機会にぜひご覧ください。

■南部公民館
　９月４日㈫～９月１３日㈭
■角田農村環境改善センター
　９月１５日㈯～９月２５日㈫

【問い合わせ】教育委員会社会教育グループ ☎ 72-1117

入場
無料
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シ
ョ
ッ
プ
「
キ
ロ
ル
」

■
内
　
　
容

　

書
家
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

　

奥
田
秋
湖
氏
に
よ
る
書
の
個
展

■
問
い
合
わ
せ

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
シ
ョ
ッ
プ
「
キ
ロ
ル
」

　

☎
�
８
０
０
８

　
メ
ー
ル　

info@
kiroru.jp

キ
ロ
ル
１
周
年
イ
ベ
ン
ト

い
な
む
ら
一か

ず
し志
＆
大は

じ
め

コ
ン
サ
ー
ト

～
僕
た
ち
の
ア
ビ
ー
・
ロ
ー
ド
～

■
日
　
　
時

　

９
月
23
日
㈰　

開
場　

午
後
３
時

　
　
　
　
　
　
　

開
演　

午
後
3
時
30
分

■
場
　
　
所

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
＆
シ
ョ
ッ
プ
「
キ
ロ
ル
」

■
内
　
　
容

　
現
在
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
「
ビ
ー
ト
・
レ
ィ
デ
ィ

　

オ
」（
毎
週
土
曜
日
放
送
）
で
「
伝
説
の
Ｄ
Ｊ
」

　

と
し
て
全
道
の
ロ
ッ
ク
フ
ァ
ン
を
魅
了
中
の

　

い
な
む
ら
一か

ず
し志
・
大

は
じ
め

親
子
に
よ
る
ラ
イ
ブ
イ

ベ
ン
ト

■
入
場
料

　

前
売
り
・
当
日
と
も
に　

２
０
0
0
円

　

※
中
学
生
以
下
は
無
料

　

※
前
売
券
は
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
の
予
約
販
売

■
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　

☎
０
１
２
６
㊼
３
２
８
２

　

メ
ー
ル　

info@
kiroru.jp

●
催
し
●

第
28
回
く
り
や
ま
芸
術
祭

出
展
作
品
募
集

■
期
　
　
間　

10
月
18
日
㈭
～
21
日
㈰

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

■
募
集
作
品

絵
画
・
書
道
・
文
芸
・
写
真
・
木
彫
・
盆
栽
・

華
道
・
手
工
芸
・
陶
芸
ほ
か

■
対
　
　
象　

町
内
在
住
の
社
会
人

■
出
品
規
定　

未
発
表
の
自
作
品

■
出
品
料　

無
料

■
申
込
方
法

出
品
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
芸
術

祭
実
行
委
員
会
事
務
局
へ
提
出

※
申
込
書
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る
窓
口

に
て
配
布

※
作
品
は
10
月
17
日
㈬
の
午
前
10
時
に
各
自
搬
入

■
申
込
期
限　

９
月
７
日
㈮

■
主
催
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
芸
術
祭
実
行
委
員
会

　

☎
�
１
１
１
７

第
20
回
く
り
や
ま
音
楽
祭

出
演
者
募
集

■
日
　
　
時
　
10
月
27
日
㈯ 

午
後
１
時
～

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

■
内
　
　
容

ピ
ア
ノ
な
ど
の
個
人
演
奏
や
合
唱
団
、
吹
奏

楽
部
の
演
奏
な
ど

■
対
　
　
象

　

町
内
で
活
動
す
る
グ
ル
ー
プ
や
個
人

■
出
演
料　

無
料

■
申
込
期
限　

10
月
５
日
㈮

※
申
込
書
は
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
る
る
窓
口

に
て
配
布

■
主
催
・
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

く
り
や
ま
音
楽
祭
実
行
委
員
会

　

☎
�
１
１
１
７

第
45
回
栗
山
町
芸
能
祭

■
第
21
回
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

11
月
２
日
㈮　

午
後
５
時
30
分
～

■
第
45
回
芸
能
発
表
会

　

11
月
３
日
㈷
・
㈯　

午
前
10
時
～

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
　
　
容

栗
山
町
文
化
連
盟
加
盟
団
体
に
よ
る
カ
ラ

オ
ケ
、
民
謡
、
詩
吟
、
日
舞
、
フ
ラ
ダ
ン

ス
な
ど
の
発
表
会

■
入
場
料　

無
料

■
主
　
　
催　

栗
山
町
文
化
連
盟

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

第
46
回
栗
山
町
菊
花
展

■
日
　
　
時

　
11
月
１
日
㈭　

午
後
１
時
～
10
時

　
　
　
２
日
㈮　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

　
　
　
３
日
㈷
・
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
場
　
　
所

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

　

ロ
ビ
ー
（
１
階
）

■
内
　
　
容

栗
山
菊
花
好
友
会
会
員
に
よ
る
菊
花
の
展
示

（
期
間
中
は
即
売
を
実
施
）

■
主
　
　
催　

栗
山
菊
花
好
友
会

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７
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　ふくしまキッズ栗山サマーキャンプ実行委員会（松
原由典実行委員長）は、福島原発事故の影響により
野外での活動に制限を受けている福島の子どもたち
を対象に、夏休みの思い出づくりを応援する「ふく
しまキッズ夏季林間学校栗山サマーキャンプ」を雨
煙別小学校 コカ・コーラ環境ハウスで開催しました。
8 月 7 日～ 12 日に 35 人、8 月 13 日～ 17 日に 28 人

ファイターズの元選手による野球教室

JAL の現役パイロットによる紙飛行機教室

JAXAの宇宙＆ペットボトルロケット教室

北海道銀行の植樹教室

バーベキューで地域の方と交流

●株式会社きなうすファーム

●株式会社光生舎

●サッポロビール株式会社

● JAそらち南

● JAXA

●有限会社長澤農場

●日糧製パン株式会社

●株式会社日本ケミカル

●日本航空株式会社

●株式会社パソナ

●有限会社日原メロン園

●株式会社北洋銀行

●北海道エア・ウォーター株式会社

●株式会社北海道銀行

●北海道三富屋株式会社

●北海道テレビ放送株式会社

●北海道日本ハムファイターズ

●北海道コカ・コーラボトリング株式会社

●公益財団法人
　コカ・コーラ教育・環境財団

　

※敬称略・財団を除き五十音順

●泉晴夫

●泉真沙子

●泉幸子

●川畑佳子

●岸波克夫

●佐々木啓司

●谷啓子

●徳本克彦

の福島の子どもたちが、栗山町で自然体験プログラ
ムや、協賛企業による体験教室、また、町内の児童
との交流などを行いました。協賛企業や物資を提供
してくださった農家の皆さま、募金に協力してくだ
さった町民の方など、多くの方にご支援いただき、
活動を成功させることができました。実行委員会一
同、心より御礼申し上げます。
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▼
今
月
の
29
日
に
栗
山
町
で
開
催
さ
れ
る
北
海
道

子
ど
も
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
に
向
け
て
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
毎
週
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
全
道
各
地
か
ら

集
ま
る
強
者
を
相
手
に
、
栗
山
の
チ
ー
ム
が
ど
こ
ま

で
勝
ち
進
め
る
か
と
て
も
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ん
も

一
緒
に
栗
山
代
表
の
応
援
を
し
ま
せ
ん
か
？（
原
田
）

▼
普
段
は
休
日
に
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
取
材
に
行

っ
て
そ
の
場
の
雰
囲
気
程
度
し
か
味
わ
う
こ
と
し

か
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
回
初
め
て
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
に
行
き
ま
し
た
。
お
い
し
い
物

が
た
く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
、
妻
か
ら
も
ら
っ
て
い
る

毎
月
の
小
遣
い
の
大
半
を
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。   （
渡
辺
）

▼
雨
の
日
の
通
勤
途
中
に
、
何
や
ら
右
足
に
違
和

感
が
・
・
・
ど
う
や
ら
靴
底
に
穴
が
あ
き
、
雨
水

が
し
み
て
く
る
状
態
で
し
た
。
革
靴
の
靴
底
に
穴

が
開
い
た
の
は
初
め
て
で
、
広
報
担
当
と
な
り
取

材
に
走
り
回
っ
た
結
果
だ
と
強
く
信
じ
て
い
ま
す
。

修
理
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
修
理
代
の
方
が
高

く
つ
た
め
買
い
替
え
と
な
り
ま
し
た
。（
藤
沢
）

編
集
後
記

匠まつり２０１２
くりやまの匠たちによる夏の祭典

子どもたちに木のぬくもりや、モノを作る喜びを知ってもらおう
と「くりやまの匠たち」が主催して今年で 6 回目となる夏の祭典。
町内外から多くの方が来場し、過去最高の来場者数 1,028 人を記録
しました。本物のクワガタを、ひもの糸で釣り自分で作った虫かご
に入れるクワガタ釣りコーナーや、自分で作った箱に野菜を詰め放
題できるコーナーが大人気で、あっという間に野菜が完売となって
いました。


